
 令和2年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～元年度）】 【2年度】 【今後予定（3年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：
建築都市局　都市計画部　都市景観室　まちなみ環境整備事業
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鉄砲鍛冶屋敷整備関係

2-1 6-4
局・課名

2020年1月29日変更

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 元年度予算 2年度要求額 内容・積算等

13,000

事業区分 ： 重点

令和2年度要求額平成30年度決算額

事業名 町家活用推進事業

： 文化観光局　文化財課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
歴史文化

令和元年度予算額

17,532 14,144 報償費：284、旅費：49

31,808 223,43945,261

債務負担行為

山口家住宅・清学院　管理運営費

　R２　～　R４

期間

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

662

27,067

使用料及び賃借料：552

委託料8,300 、工事請負費197,300

需用費：1,062、役務費：420

事業

概要

堺環濠都市北部地区は、鉄砲鍛冶屋敷など多くの歴史的文
化資源が集積しており、本市における観光の重点エリアの一
つである。今後、当地区の特徴を活かし、文化財保護と観光
資源の視点から、堺市立町家歴史館山口家住宅を始めとす
る施設整備を実施し、本市の歴史的資源を活かしたまちづく
りに貢献することを目的とする。

重要文化財山口家住宅、登録文化財清学院に引き続き、市
指定文化財井上家住宅（鉄砲鍛冶屋敷）の保存修理を行い、
「町家歴史館」として公開に向け整備する。周辺地域を含め
て集客機能を高めるための取組を推進し観光資源としても活
用する。旧市街地のエリアである「環濠都市区域」について
は、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法
律」に基づく「堺市歴史的風致維持向上計画」（計画期間H25
～34）の重点区域として指定されている。とりわけ歴史的風
致形成建造物とする鉄砲鍛冶屋敷については、計画期間中
の10年間に、国費等を積極的に活用し、地域固有の歴史的
資源を活かしたまちづくりを行いにぎわいの創出を行う。

・鉄砲鍛冶屋敷の整備に向けての予算要求を行う。

町家歴史館の保存活用を継
続して行うほか、鉄砲鍛冶屋
敷の整備に向けて工事等を
実施。

備品購入費1,000

旅費：88、その他：86

209,121

歴史的風致維持向上計画関係業務

町家歴史館の保存活用を
継続して行うほか、鉄砲鍛
冶屋敷の整備に向けて工
事等を実施。

報酬等1,946、報償費575

委託料：11,777

174

017008整理番号

その他　特記事項

町家歴史館の保存活用を継
続して行うほか、鉄砲鍛冶屋
敷の整備に向けて工事等の
準備を行う。

合計 45,261 223,439


